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(54)【発明の名称】 親子式内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】造影剤注入チューブをガイドとして胆管の入口
等に引っ掛かることなくスムーズに前進させることがで
き、しかも歩留りよく無駄なく製造することができる親
子式内視鏡装置を提供すること。
【解決手段】外套シース２０の先端に、造影剤注入チュ
ーブ３０の外周面が隙間なく密接し且つその密接状態に
おいて造影剤注入チューブ３０が軸線方向に進退自在な
ように、金属製の筒状の先端口金２８を取り付けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】親スコープの処置具挿通チャンネルに挿脱
自在で上記処置具挿通チャンネルの全長より長い有効長
を有する外套シースと、上記外套シース内に挿脱自在で
上記外套シースの全長より長い有効長を有する造影剤注
入チューブと、上記外套シース内に挿脱自在で上記外套
シースの全長より長い有効長を有する子スコープとを有
する親子式内視鏡装置において、
上記外套シースの先端に、上記造影剤注入チューブの外
周面が隙間なく密接し且つその密接状態において上記造
影剤注入チューブが軸線方向に進退自在なように、金属
製の筒状の先端口金を取り付けたことを特徴とする親子
式内視鏡装置。
【請求項２】上記造影剤注入チューブの先端近傍部分が
上記造影剤注入チューブの他の部分より太く形成されて
いて、その太い部分の外径寸法をφＢとし、それ以外の
細い部分の外径寸法をφＣとし、上記先端口金の内径寸
法をφＡとしたとき、
Ｂ≧Ａ＞Ｃ
である請求項１記載の親子式内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、親スコープで胆
管内等へ造影剤を注入してから、子スコープを挿入して
胆管内等を観察できるようにした親子式内視鏡装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】胆管内等へ内視鏡を挿入してその内部を
観察するのは容易ではない。そこで、親スコープの処置
具挿通チャンネルに挿脱自在で処置具挿通チャンネルの
全長より長い有効長を有する外套シースと、外套シース
内に挿脱自在で外套シースの全長より長い有効長を有す
る造影剤注入チューブとを設け、子スコープを、外套シ
ース内に挿脱自在で外套シースの全長より長い有効長を
有するように構成した親子式内視鏡装置がある（特開平
１１－４２２０７号）。
【０００３】そのような親子式内視鏡装置では、まず造
影剤注入チューブを外套シースに通した状態で親スコー
プの処置具挿通チャンネルに挿通して胆管等に造影剤注
入を行い、次いで造影剤注入チューブをガイドとして外
套チューブを胆管内まで押し進めてから造影剤注入チュ
ーブを抜去し、造影剤注入チューブに代えて子スコープ
を外套チューブ内に通すことによって、子スコープを胆
管内等の目的部位に容易に誘導して内視鏡観察を行うこ
とができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】図８は、そのような従
来の親子式内視鏡装置の、外套シース２０の先端部分２
０ａを示しており、可撓性チューブによって形成された
外套シース２０の先端部分２０ａが、それより細い可撓

2
性チューブからなる造影剤注入チューブ３０をガイドと
して胆管の入口等に引っ掛かることなくスムーズに前進
できるように、外套シース２０の先端部分２０ａは、造
影剤注入チューブ３０の表面に密接し且つその密接状態
で造影剤注入チューブ３０が軸線方向に進退自在なよう
に、可撓性チューブの先端部を先細りに絞った形状に形
成されている。
【０００５】そのように可撓性チューブの先端部分２０
ａを先細りに絞る加工は加熱成形によるが、一般に寸法
精度を得難いので、その部分が造影剤注入チューブ３０
の表面に密接し且つその密接状態において造影剤注入チ
ューブ３０が進退自在なように製造するのは非常に難し
く、製造工程における歩留りが低くて多くの無駄が発生
していた。
【０００６】そこで本発明は、造影剤注入チューブをガ
イドとして胆管の入口等に引っ掛かることなくスムーズ
に前進させることができ、しかも歩留りよく無駄なく製
造することができる親子式内視鏡装置を提供することを
目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の親子式内視鏡装置は、親スコープの処置具
挿通チャンネルに挿脱自在で処置具挿通チャンネルの全
長より長い有効長を有する外套シースと、外套シース内
に挿脱自在で外套シースの全長より長い有効長を有する
造影剤注入チューブと、外套シース内に挿脱自在で外套
シースの全長より長い有効長を有する子スコープとを有
する親子式内視鏡装置において、外套シースの先端に、
造影剤注入チューブの外周面が隙間なく密接し且つその
密接状態において造影剤注入チューブが軸線方向に進退
自在なように、金属製の筒状の先端口金を取り付けたも
のである。
【０００８】なお、造影剤注入チューブの先端近傍部分
が造影剤注入チューブの他の部分より太く形成されてい
て、その太い部分の外径寸法をφＢとし、それ以外の細
い部分の外径寸法をφＣとし、先端口金の内径寸法をφ
Ａとしたとき、Ｂ≧Ａ＞Ｃであるとよい。
【０００９】
【発明の実態の形態】図面を参照して本発明の実施の形
態を説明する。図５は、親スコープ１０を介して胆管１
００内に造影剤注入チューブ３０の先端を差し込んで、
胆管１００内に造影剤を注入する状態を示している。
【００１０】親スコープ１０は、側方視型のいわゆる十
二指腸ファイバースコープであり、操作部１１に可撓管
状の挿入部１２が連結されていて、操作部１１からの遠
隔操作によって屈曲自在な湾曲部１３が挿入部１２の先
端部分に連結され、対物光学系等が内蔵された先端部本
体１４が湾曲部１３の先端に連結されている。
【００１１】処置具類を挿通するための処置具挿通チャ
ンネルが挿入部１２と湾曲部１３の内部を通って配置さ
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れており、その処置具挿入口１５は操作部１１の下部に
突設され、処置具出口１６は先端部本体１４の側面に開
口形成されている。
【００１２】造影剤注入チューブ３０は処置具挿通チャ
ンネル内に直接通されているのではなく、造影剤注入チ
ューブ３０の可撓性チューブ３１部分が外套シース２０
に通され、造影剤注入チューブ３０の基端部に設けられ
た手元口金３２が外套シース２０の基端部に設けられた
手元口金２２と結合されて、造影剤注入チューブ３０と
外套シース２０とが一体になった状態で用いられる。
【００１３】外套シース２０の有効長（即ち、可撓性チ
ューブ２１の長さ）は処置具挿通チャンネルの全長より
長く形成されていて、可撓性チューブ２１を処置具挿入
口１５から処置具挿通チャンネル内にいっぱいに差し込
めば、可撓性チューブ２１の先端部分２１ａが処置具出
口１６から例えば５～１０ｃｍ程度突出する長さに形成
されている。
【００１４】しかし、外套シース２０が造影剤注入チュ
ーブ３０と結合して使用される状態では、造影剤注入チ
ューブ３０の可撓性チューブ３１の先端部分が処置具出
口１６から突出して胆管１００内に差し込まれた位置に
あるときに、外套シース２０の可撓性チューブ２１の先
端部分２１ａが湾曲部１３の根元の直前に位置するよう
に、外套シース２０の可撓性チューブ２１と造影剤注入
チューブ３０の可撓性チューブ３１との長さの差が設定
されている。
【００１５】このような状態で造影剤注入チューブ３０
の可撓性チューブ３１の先端が胆管１００内に挿入され
ていて、造影剤注入チューブ３０の手元口金３２に突設
された注入口金３３から造影剤を注入することにより、
その造影剤を胆管１００内に送り出して、胆管１００の
Ｘ線造影像を得ることができる。
【００１６】胆管１００内への造影剤注入が済んだら、
図６に示されるように、外套シース２０の手元口金２２
と造影剤注入チューブ３０の手元口金３２との結合を解
除し、造影剤注入チューブ３０は動かさずに、外套シー
ス２０だけを処置具挿入口１５内に押し込む。
【００１７】すると、外套シース２０の可撓性チューブ
２１の先端部分２１ａが処置具出口１６から突出して、
可撓性チューブ３１をガイドにして胆管１００内に挿入
される。
【００１８】その状態になったら、外套シース２０を動
かさないようにして造影剤注入チューブ３０を抜去し、
図７に示されるように、子スコープ４０の挿入部４２を
外套シース２０内に差し込むことによって、子スコープ
４０の挿入部４２の先端が外套シース２０をガイドにし
て胆管１００内に挿入され、子スコープ４０で胆管１０
０内を観察することができる。
【００１９】図２は外套シース２０と造影剤注入チュー
ブ３０が分離された状態を示し、図３は、外套シース２

4
０と造影剤注入チューブ３０とが、双方の手元口金２
２，３２において結合された状態を示している。
【００２０】２９は、外套シース２０の可撓性チューブ
２１の先端近傍の外周面に形成された指標であり、３９
は、造影剤注入チューブ３０の可撓性チューブ３１の先
端近傍の外周面に形成された指標である。
【００２１】図４は、結合された状態の外套シース２０
と造影剤注入チューブ３０の手元口金２２，３２部分の
構造を示している。外套シース２０の可撓性チューブ２
１は、摩擦抵抗の小さなフッ素樹脂チューブ等によって
形成されていて、手元口金２２と螺合するチューブ押さ
え部材２４によって手元口金２２に押し付け固定されて
いる。
【００２２】外套シース２０の手元口金２２はＴ字管状
に形成されていて、その側面に突出する注入口金２３か
らは、胆管１００内を洗浄する必要がある場合等に、可
撓性チューブ２１内を経由して胆管１００内に洗浄液等
を注入することができる。
【００２３】造影剤注入チューブ３０の可撓性チューブ
３１は、外套シース２０の可撓性チューブ２１内に挿脱
自在な太さの摩擦抵抗の小さなフッ素樹脂チューブ等に
よって形成されていて、手元口金３２と螺合するチュー
ブ押さえ部材３４によって手元口金３２に押し付け固定
されている。
【００２４】造影剤注入チューブ３０の手元口金３２は
Ｔ字管状に形成されており、その側面に突出する注入口
金３３に注射器等を接続して、可撓性チューブ２１内に
造影剤を注入することができる。
【００２５】３５は、可撓性チューブ３１が押し込み操
作時に座屈しないようにするために可撓性チューブ３１
内に通された金属線製の芯金であり、その芯金３５の基
端部が固着された固定摘み３６が手元口金３２の突端側
にねじ込み固定されている。３７は、シール用のＯリン
グである。
【００２６】外套シース２０の手元口金２２の突端側に
はナット２６がねじ込み固定されていて、ナット２６の
内面部分に形成された溝状部分に弾力性のあるゴム製の
Ｏリング２７が装填されている。
【００２７】また、ナット２６と手元口金２２とに挟み
付けられて固定されたシール膜２５は、弾力性のある部
材によって薄い円板状に形成されていて、その中央部分
には、可撓性チューブ３１が密接して通過するスリット
が形成されている。可撓性チューブ３１が通されていな
い状態では、スリットは自己の弾力性によって閉じてい
る。
【００２８】造影剤注入チューブ３０のチューブ押さえ
部材３４は、先側の半部の外面が先細りのテーパ状に形
成されていて、その部分がナット２６内から手元口金２
２内に差し込まれている。そして、それがいっぱいに差
し込まれた状態のときにＯリング２７の内側に位置する
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チューブ押さえ部材３４の外周面に、Ｏリング２７が係
合する円周溝３８が形成されている。
【００２９】その結果、図４に示されるように造影剤注
入チューブ３０が外套シース２０に対していっぱいに差
し込まれたときに、Ｏリング２７が円周溝３８に係合し
て、いわゆるクリックがきいた状態で造影剤注入チュー
ブ３０と外套シース２０とが結合される。
【００３０】Ｏリング２７と円周溝３８との係合は弾力
的なものなので、造影剤注入チューブ３０の手元口金３
２を外套シース２０の手元口金２２から強く引き出す方
向に力を加えると、Ｏリング２７と円周溝３８との係合
が外れ、外套シース２０と造影剤注入チューブ３０との
結合が解除されて軸線方向に相対的に進退自在となる。
【００３１】また、その状態から造影剤注入チューブ３
０の手元口金３２を外套シース２０の手元口金２２側に
強く押し込めば、Ｏリング２７を円周溝３８に係合させ
て、クリックがきいた状態で造影剤注入チューブ３０と
外套シース２０とを結合させることができる。
【００３２】図１は、外套シース２０の先端部分を示し
ており、外套シース２０の可撓性チューブ２１の先端部
分には、例えばステンレス鋼等の金属材からなる先端口
金２８が取り付けられている。したがって、その部分は
Ｘ線透視による位置確認が容易である。
【００３３】先端口金２８は、軸線を中心にφＡの大き
さの貫通孔が形成された筒状であり、可撓性チューブ２
１の先に突出する部分の先端口金２８の外径は、可撓性
チューブ２１に隣接する部分が可撓性チューブ２１の外
径とほぼ同程度に太く形成され、そこから先細りの滑ら
かなテーパ状に形成されている。
【００３４】可撓性チューブ２１に対する先端口金２８
の連結固着部は、外径が可撓性チューブ２１内にきつく
差し込まれる程度に細く形成されて、可撓性チューブ２
１の先端部分の内周面に圧入、接合されている。
【００３５】またさらに、先端口金２８の可撓性チュー
ブ２１内に差し込まれている部分の中間部分には、外面
が凹んだ浅い円周溝２８ａが形成されており、その位置
において可撓性チューブ２１が外周面側からステンレス
鋼細線２８１等によって緊縛され、先端口金２８が可撓
性チューブ２１に対して機械的に強固に固定されてい
る。ステンレス鋼細線２８１による緊縛部の外面には、
さらにエポキシ系接着剤等が塗布されている。
【００３６】造影剤注入チューブ３０の可撓性チューブ
３１は、先端近傍部分の外径寸法φＢが他の部分の外径
寸法φＣより太く形成されている。そして、それに対し
て、先端口金２８の内径寸法φＡは、Ｂ≧Ａ＞Ｃなる関
係に形成されている（図１にはＢ＜Ａのごとく図示され
ているが、これは図示のための便宜上である）。
【００３７】即ち、先端口金２８の内径は、造影剤注入
チューブ３０の可撓性チューブ３１の先端近傍部分以外
の部分の外径より大きく、可撓性チューブ３１の先端近*
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*傍部分の外径と同寸法か小さい寸法に形成されている。
【００３８】ただし、Ｂ≧Ａであっても、ＡとＢとの差
は極めて僅かなものであり、その程度は、造影剤注入チ
ューブ３０の可撓性チューブ３１の先端近傍部分（外径
寸法がφＢの部分）の外周面が先端口金２８のφＡの孔
に密接した状態で、可撓性チューブ３１が先端口金２８
を通過する部分で僅かに変形しながら軸線方向に進退す
ることができる。
【００３９】このように構成することにより、外套シー
ス２０の先端に配置された先端口金２８部分が、造影剤
注入チューブ３０をガイドとして胆管１００の入口等に
引っ掛かることなくスムーズに前進する。そして、先端
口金２８は旋盤加工等によって容易に高精度に製造する
ことができ、製造工程における歩留りが高くて製造上の
無駄が発生しない。
【００４０】
【発明の効果】本発明によれば、外套シースの先端に、
造影剤注入チューブの外周面が隙間なく密接し且つその
密接状態において造影剤注入チューブが軸線方向に進退
自在なように、金属製の筒状の先端口金を取り付けたこ
とにより、造影剤注入チューブをガイドとして外套シー
スを胆管の入口等に引っ掛かることなくスムーズに前進
させることができ、しかも先端口金等は機械加工によっ
て容易に高精度に歩留りよく製造することができ、製造
上の無駄が発生しない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の外套シースに造影剤注入
チューブが通された状態の側面部分拡大断面図である。
【図２】本発明の実施の形態の外套シースから造影剤注
入チューブが分離された状態の側面図である。
【図３】本発明の実施の形態の外套シースに造影剤注入
チューブが通された状態の側面図である。
【図４】本発明の実施の形態の外套シースに造影剤注入
チューブが通された状態の手元側部分の側面拡大断面図
である。
【図５】本発明の実施の形態の親子式内視鏡装置の使用
手順の第１ステップを示す側面略示図である。
【図６】本発明の実施の形態の親子式内視鏡装置の使用
手順の第２ステップを示す側面略示図である。
【図７】本発明の実施の形態の親子式内視鏡装置の使用
手順の第３ステップを示す側面略示図である。
【図８】従来の外套シースに造影剤注入チューブが通さ
れた状態の側面部分拡大断面図である。
【符号の説明】
１０  親スコープ
２０  外套シース
２１  可撓性チューブ
２８  先端口金
３０  造影剤注入チューブ
３１  可撓性チューブ
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